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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Sec16複合体の一部を形成するタンパク質をコードします。このタンパク質は、小胞体（ER）からゴルジ体へのタンパク質輸送に関与し、移行ERにおけるCOPII小胞の形成を媒介します。選択的スプライシングにより、異なるタンパク質アイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2013年2月]、機能：小胞体出口部位（ERES）を定義し、小胞体からゴルジ体への分泌貨物輸送に必須です。SEC16AはSAR1A-GTP依存性にER膜上で組み立てられ、ERESを定義する組織化された足場を形成します。正常な移行性小胞体（tER）の組織化に必要である。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによる。,類似性：SEC16ファミリーに属する。,細胞内局在：SAR1A活性は、SEC16Aの解離を防ぐことで、ER膜上の特定の位置にSEC16Aを局在させるために必要であると考えられる。,サブユニット：SEC16AとSEC16Bはそれぞれヘテロ多量体複合体内に複数コピー存在する。SEC23Aと相互作用する。,組織特異性：普遍的に存在する。膵臓で高レベルで発現する。,
	研究分野
	小胞輸送、制御、シグナル伝達、タンパク質輸送、ゴルジ体タンパク質
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	SEC16A抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

